
ニプロ加圧ポンプ・
EN加圧バッグCS の
使用方法

ニプロ加圧ポンプ

EN加圧バッグCS

圧力ゲージ

三方活栓

●ご使用の前に、ニプロ加圧ポンプ、EN加圧バッグCSの外観に破損等の異常が無いことを確認してください。

※約90分間操作されないと、自動で電源
　OFFになります。
※約90分間操作されないと、自動で電源
　OFFになります。

栄養剤アダプタ

●水ぬれに注意し、直射日光、高温多湿、ホコリの多い場所、腐食性ガスの
発生する場所を避けて保管してください。

●長期間使用しない場合は、本品から電池を外してください。
電池からの液漏れにより故障の原因となります。

●日常使用時、電源ボタンを押し、待機状態になるか、液晶文字が文字欠けして
いないかを使用前に確認してください。

●しばらく使用しなかったときは、使用前に動作（電源が入る、加圧する等）を
確認してから、使用してください。

●本品の清掃は、中性洗剤をしみこませた布で汚れを拭き取った後、乾いた布で
拭いてください。
水をかけたり、アルコール、シンナー、ベンジン等では拭かないでください。

●本品及び取り出した古い電池を廃棄する場合は、自治体のルールに基づいて
正しく処理してください。

〈保管方法について〉

〈ポンプの保守・点検について〉

【ニプロ加圧ポンプ】 医療機器届出番号：27B1X00045000130
 医療機器クラス分類：クラスⅠ（一般医療機器）
 一般的名称：手動式圧注入調節装置
【EN加圧バッグCS】 医療機器届出番号：27B1X00045000163
 医療機器クラス分類：クラスⅠ（一般医療機器）
 一般的名称：手動式圧注入調節装置

EN加圧バッグCSと加圧ポンプを接続し、
三方活栓を閉じた後、開始/停止ボタンで
加圧を開始する。

加圧ポンプによる加圧完了後、三方活栓を
圧力維持側に合わせ投与を開始する。

投与が終了したら、三方活栓を開き
バッグ内の空気を脱気する。
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アダプタを胃瘻カテーテルにしっかり
接続する。

栄養剤をバッグにセットする。栄養剤のふたを開け、アダプタとしっかり
接続する。
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バッグから栄養剤の容器を取り出し、
残りの栄養剤を投与する。
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A1-1000-2202-E

製品に関するお問い合わせは

医療機器情報室　　　0120-226-410
受付時間 ： 9時～ 17時15分（土・日・祝日・弊社休業日を除く）

製造販売

ニプロ加圧ポンプの保証期間は？Q1

A1 保証期間はお買い上げ後、1年間です。取扱説明書に
従った正常なご使用状態で、万一故障した場合には、
無償で交換致します。

電池はどれくらい使えますか？Q2

A2 約150回です。（乾電池使用）
電池マーク（　　  又は　　  ）点滅・点灯後、
約15回使用可能です。

よくあるご質問

EN加圧バッグCSはいつまで使用できますか？

右記の状態が確認された場合は使用限界になります。
修理や部品のみの販売は行っておりませんので
新しい製品をご購入ください。

栄養剤を装填するメッシュ部の破損が確認された場合。

加圧したときにバッグ又はエアホースから空気漏れが
あり、圧力ゲージがあがらない場合。

排気を行っても、圧力ゲージが戻らない場合。

エクステンションチューブ、
アダプタ、ENシリンジを使用する
投与方法があり、それぞれ必要な
製品が異なりますのでご注意くだ
さい。

栄養剤等を投与する際に
必要な物はありますか ?

Q3

A3
ボタン型 フィーディング・減圧チューブ エクステンション

チューブ

アダプタ

ENシリンジ

使用する際に注意する点はありますか？Q4
A4

Q5
A5

メッシュが破損するおそれがありますので、
栄養剤等の容器を無理にバッグへ挿入しない
でください。

アルコール、消毒剤、液体洗剤等を吹きかけ
たり、付着した布等で拭かないでください。

！ 栄養剤容器の接続部がメッシュに被らない
ようにセットしてください。
メッシュが破損するおそれがあります。

！

バッグを水に漬けないで
ください。

！

！

チューブ型

栄養剤等が付着した場合は、
水分を含ませた布で
清掃してください。


